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『栄通り子育てサロン』
（平成25年1月16日撮影）
子育て特集は2・3ページ

ホームページアドレス　http://www.town.ninomiya.kanagawa.jp/

●今月の紙面
（子育て特集）楽しい子育て応援します！……②・③
東京大学二宮果樹園跡地活用検討がはじまりました…④
町職員の給与・職員数の状況………………………⑤

下水道アンケートご協力ありがとうございました…⑦
グリーン購入でごみ減量……………………………⑧
教育委員会表彰・教育長表彰…………………⑫など
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利
用
時
間

　

平
日
８
時
30
分
〜
17
時

料
　
　
金

　

�

１
時
間
４
０
０
円
（
３
歳
以

上
は
３
０
０
円
）
と
昼
食
代

料
　
　
金

　

平
日
７
時
〜
20
時

　
　

１
時
間
７
０
０
円

　

※�

右
記
以
外
の
時
間
帯
は
９�

０
０
円
。

　

※
そ
の
ほ
か
実
費
負
担
あ
り

問
い
合
わ
せ

　

町
社
会
福
祉
協
議
会

　

(

☎
75
‐
９
７
３
０)

一
時
預
か
り
事
業

　

ず
っ
と
子
ど
も
の
面
倒
を
み

て
い
る
と
、
気
詰
ま
り
を
感
じ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

町
に
は
、
未
就
学
児
の
お
子

さ
ん
を
一
時
的
に
百
合
が
丘
保

育
園
で
お
預
か
り
す
る
「
一
時

預
か
り
事
業
」
が
あ
り
ま
す
。

　

通
院
や
就
労
な
ど
の
ほ
か
、

保
護
者
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
た

め
に
お
預
か
り
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

　

「
一
時
預
か
り
事
業
」
で
は

対
応
で
き
な
い
小
学
生
の
お
子

さ
ん
や
、
休
日
の
預
か
り
、
平

日
17
時
以
降
の
預
か
り
に
は

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
」
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
研
修
を
受
け
た
地

域
の
《
ま
か
せ
て
会
員
》
の
お

宅
に
預
け
た
り
、
塾
な
ど
の
送

迎
を
し
て
い
た
だ
い
た
り
す
る

事
業
で
、
事
前
に
会
員
登
録
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
い

利用方法

①�福祉課（☎71‐3311）か、百合が丘保育園（☎
71‐9657）のいずれかで空き状況を確認。

➡
②�役場窓口、または百合が丘保育園で申し
込み。(初めて利用する場合は利用前に保
育園で面接が必要です)

➡
③利用月の翌月に届く納付書でお支払い。

　
か
わ
い
い
わ
が
子
と
い
る
の
に
、
不
安
や
疲
れ
な
ど
で
育
児
を

楽
し
め
て
い
な
い
、
な
ん
て
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
明
る
く
楽
し
い
子
育
て
は
、
未
来
あ
る
町
づ
く
り
に
は
欠
か
せ

な
い
も
の
で
す
。

　
町
で
は
、
子
育
て
の
負
担
を
軽
減
し
「
楽
し
い
子
育
て
」
を
応

援
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
ニ
ュ
ー
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

　
上
手
に
活
用
し
て
、
楽
し
い
子
育
て
を
満
喫
し
ま
し
ょ
う
。

楽
し
い
子
育
て 

応
援
し
ま
す
！

｢おかえり｣｢ただいま｣などのあいさつは
地域づくりや防犯のためにも大切です。

１月21日親子講座のようす
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開
放
保
育

　

『
子
ど
も
が
小
さ
い
た
め
、

公
園
の
遊
具
で
は
遊
べ
な
い
。』、

『
安
全
な
空
間
で
自
由
に
遊
ば

せ
た
い
。
』
と
い
っ
た
悩
み
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

町
に
は
、
下
段
で
紹
介
す
る

子
育
て
サ
ロ
ン
の
ほ
か
、
百
合

が
丘
保
育
園
の
「
開
放
保
育
」

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
毎
週
水
曜
日
の
午

前
中
に
、
保
育
園
の
園
庭
を
一

般
に
開
放
し
て
い
る
も
の
で
、

園
児
た
ち
と
同
じ
環
境
で
遊
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
同
時
に
育
児
相
談
も

で
き
る
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

そ
だ
れ
ん

　

『
子
ど
も
が
い
う
こ
と
を
聞

か
な
い
た
め
、
つ
い
怒
鳴
っ
て

し
ま
う
。
』
と
い
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

　

そ
の
悩
み
を
軽
減
す
る
た
め
、

町
で
は
昨
年
７
月
か
ら
「
怒
鳴

ら
な
い
子
育
て
練
習
講
座
（
通

称
そ
だ
れ
ん
）
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
講
座
は
、
子
ど
も
に
伝

わ
り
や
す
い
話
し
方
、
褒
め
方
、

注
意
の
仕
方
を
練
習
す
る
こ
と

で
、
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
改
善
し
、
子
育
て
の
ス

ト
レ
ス
を
軽
減
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

そ
だ
れ
ん
の
効
果

　

先
行
し
て
実
施
し
て
い
る
茅

ヶ
崎
市
の
ア
ン
ケ
ー
ト
（
平
成

21
〜
23
年
）
に
よ
る
と
、
怒
鳴

る
頻
度
が
受
講
前
に
比
べ
約
６

割
ま
で
減
っ
た
と
い
う
デ
ー
タ

が
あ
り
ま
す
。

　

町
で
も
「
そ
だ
れ
ん
」
の
有

効
性
に
注
目
し
て
お
り
、
昨
年

８
月
に
は
茅
ヶ
崎
市
・
大
磯
町

と
普
及
努
力
に
向
け
た
共
同
宣

言
に
調
印
し
ま
し
た
。

　

核
家
族
化
な
ど
社
会
の
変
化

に
よ
り
、
家
庭
だ
け
で
子
育
て

を
す
る
の
は
難
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　
負
担
を
少
し
で
も
軽
減
し
、

「
楽
し
い
子
育
て
」
が
で
き
る

環
境
を
つ
く
る
た
め
、
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
ほ
か
、
子
育
て
に
関
す

る
不
安
や
悩
み
は
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
子
育
て
支
援
班

●
栄
通
り
子
育
て
サ
ロ
ン

　

（
☎
71
‐
１
１
２
０
）

●
百
合
が
丘
子
育
て
サ
ロ
ン

　

（
☎
70
‐
３
１
６
４
）

開
館
時
間

　

平
日
９
時
〜
16
時
30
分

遊
び
の
場
と
し
て

　

サ
ロ
ン
に
は
た
く
さ
ん
の
遊

具
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
22
年
5
月
に
開
館
し
た

栄
通
り
子
育
て
サ
ロ
ン
は
、
子

ど
も
が
大
好
き
な
電
車
が
窓
か

ら
見
え
る
ほ
か
、
砂
遊
び
ス
ペ

ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

学
び
の
場
と
し
て

　

歌
遊
び
や
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
、
工
作
教
室
な
ど
、
楽
し
く

家
庭
で
応
用
で
き
る
「
親
子
講

座
」
を
毎
月
各
１
回
開
催
し
て

い
ま
す
。

交
流
の
場
と
し
て

　

子
育
て
サ
ロ
ン
に
は
、
同
じ

よ
う
な
年
代
の
子
ど
も
が
集
ま

る
た
め
、
子
育
て
仲
間
を
つ
く

る
の
に
適
し
て
い
ま
す
。

　

実
際
、
就
学
後
も
交
友
が
あ

る
世
帯
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

相
談
の
場
と
し
て

　

ベ
テ
ラ
ン
の
保
育
士
が
常
駐

し
て
い
る
の
で
、
現
在
の
悩
み

か
ら
今
後
の
不
安
ま
で
幅
広
く

相
談
い
た
だ
け
ま
す
。

　

栄
通
り
と
百
合
が
丘
で
は
、

特
色
も
違
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

両
方
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

そだれん受講者の声

長谷さん親子(二宮)
　そだれんで、子どもの気持ちを
考えたり、親の気持ちを伝えたり
するスキルを、とても楽しく学ぶ
ことができました。
　今まで以上に、褒めることやス
キンシップなどを意識するように
なり、子どもと仲良く過ごせてい
ます。
平成25年度も開催予定です。日程が決
まり次第、広報紙などでお知らせします。

　

子
育
て
サ
ロ
ン
に

行
っ
て
み
よ
う
！
　

子
ど
も
を
遊
ば
せ
た
い

上
手
な
育
児
を
学
び
た
い

　
子
育
て
サ
ロ
ン
に
は
、
子
育

て
を
楽
し
く
す
る
要
素
が
た
く

さ
ん
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
時
間
が
あ
る
と
き
や
、
悩
ん

で
い
る
と
き
は
、
気
軽
に
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
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つばき

町の花
カンナ

町の鳥
ヤマガラ

土
壌
工
事

　

契
約
締
結
後
の
土
壌
調
査
に

よ
り
、
果
樹
園
跡
地
の
一
部
に

土
壌
汚
染
が
認
め
ら
れ
た
た
め
、

東
京
大
学
に
よ
る
土
壌
の
入
替

工
事
が
昨
年
に
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　

年
末
に
は
入
替
工
事
が
終
了

し
、
2
月
下
旬
に
町
へ
引
き
渡

さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
民
意
見
募
集
結
果

　

土
地
活
用
に
あ
た
っ
て
は
、

町
民
と
町
が
一
体
と
な
り
そ
の

検
討
を
進
め
る
た
め
、
意
見
募

集
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
35
名
か
ら
暫
定

利
用
や
将
来
構
想
に
つ
い
て
の

提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

提
案
の
中
に
は
、
農
園
や
公

園
、
果
樹
園
と
い
っ
た
、
現
在

の
自
然
を
残
し
た
ま
ま
活
用
す

る
案
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

町
民
意
見
募
集
　
結
果
概
要

実
施
期
間

　

平
成
24
年
６
月
11
日

〜
９
月
30
日

提
案
者
数

　

35
名

主
な
将
来
構
想
意
見

　

・
農
園

　

・
公
園

　

・
果
樹
園

　

・
太
陽
光
発
電

　

・
カ
フ
ェ

　

・
温
泉

　

・
イ
ベ
ン
ト
広
場

　

・
学
校

　

・
子
ど
も
が
遊
べ
る
施
設

　

・
憩
い
の
場

な
ど

現
地
見
学
会
の
開
催

　

意
見
募
集
と
並
行
し
て
、
町

民
の
皆
さ
ん
に
実
際
に
現
地
を

見
て
い
た
だ
く
た
め
、
８
月
に

現
地
見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

学
生
宿
舎
だ
っ
た
建
物
も
開

放
し
、
２
日
間
で
約
１
３
０
名

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

検
討
委
員
会
の
発
足

　

昨
年
11
月
に
は
、
有
識
者
や

公
募
の
方
、
地
元
中
里
地
区
の

方
な
ど
、
合
計
13
名
の
委
員
で

構
成
す
る
検
討
委
員
会
を
発
足

し
、
１
回
目
の
検
討
委
員
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
３
回
開
催
し
、

取
得
後
の
土
地
活
用
や
管
理
方

法
に
つ
い
て
、
意
見
募
集
の
結

果
を
踏
ま
え
、
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
土
地
活
用
に
つ
い

て
は
、
周
辺
の
住
環
境
や
交
通

状
況
へ
の
配
慮
な
ど
、
さ
ら
な

る
検
討
が
必
要
で
す
。

　

将
来
構
想
・
暫
定
利
用
も
含

め
、
今
後
も
引
き
続
き
検
討
を

進
め
、
方
針
が
決
定
し
た
時
点

で
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

企
画
財
政
課
企
画
調
整
班

東京大学農学部二宮果樹園跡地
概　　要

　住　　所：中里518
　面　　積：37,625平方メートル
　　　　　　（約11,380坪）
　区域区分：市街化調整区域
　　　　　　※建築できるものに制限あり
　　　　　　（公共公益施設などは可）

東
京
大
学
二
宮
果
樹
園
跡
地

活
用
検
討
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
　

　
昨
年
３
月
に
、
町
と
東
京
大
学
が
売
買
契
約
を
締
結
し
た
東
京
大
学
二
宮
果
樹
園
跡
地
は
、

2
月
下
旬
に
町
へ
引
き
渡
さ
れ
る
予
定
で
す
。

現地見学会のようす

検討委員会のようす

東
京
大
学
二
宮
果
樹
園
跡
地

活
用
検
討
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
　

二宮高校

JR東海道新幹線

二宮果樹公園

東京大学二宮果樹園跡地

吾妻山公園
二宮町役場

JR東海道線

小田原厚木道
路

ラディアン

県
道
秦
野
・
二
宮
線

二宮駅

N
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町
職
員
の
給
与
・
職
員
数
の
状
況

　
町
職
員
数
や
給
与
は
、
地
方
公
務
員
法
な
ど
の
法
令
に
従
っ
て
条
例
で
定
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
給
与
額
は
、
国
や
他
の
地
方
公
共
団
体
、
民
間
企
業
に
従
事
す
る
方
の
給
与
な
ど

を
考
慮
し
、
国
の
人
事
院
勧
告
に
準
じ
て
決
定
さ
れ
ま
す
。

 人件費の状況(一般会計決算)
住民基本台帳人口
(平成24年3月31日)

歳出額
(Ａ) 実質収支 人件費

(Ｂ)
人件費率
(Ｂ／Ａ)

平成22年度の
人件費率

平成
23年度 29,950人 7,442,709

千円
270,601

千円
1,791,664

千円
24.1
％

18.5
％

※人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

 職員給与費の状況(一般会計決算)

職員数
(Ａ)

給与費 一人当たり
給与費
(Ｂ／Ａ)

類似団体
平均(平成
22年度)給料 職員手当 期末・

勤勉手当 計(Ｂ)

平成
23年度 205人 682,317

千円
170,468

千円
244,252

千円
1,097,037

千円
5,351
千円

5,832
千円

※職員手当には退職手当を含みません。
　職員数は、平成23年４月１日現在の人数です。
　特別職の給与は含みません。
　類似団体とは、全国の同規模地方公共団体のことです。

 職員の平均給料月額および平均年齢の状況(平成24年４月１日現在)

二宮町 国 神奈川県 類似団体平均
(平成23年)

一般行政職
平均給料月額 279,038円 329,917円 345,615円 324,842円

平均年齢 37.9歳 42.8歳 43.1歳 42.9歳

技能労務職
平均給料月額 237,271円 285,030円 − 290,487円

平均年齢 46.2歳 49.7歳 − 48.7歳

 退職手当(平成23年度実績)
定年・勧奨 自己都合等

勤続20年 30.55月分 23.5月分

勤続25年 41.34月分 33.5月分

勤続35年 59.28月分 47.5月分

最高限度額 59.28月分 59.28月分

●その他加算措置
　・定年前早期退職特例措置(２〜20％加算)
　・調整額
●１人当たり平均支給額
　定年・勧奨　…　24,119,491円
　自己都合等　…　　　224,440円
　※�平成23年度に退職した全職種に係る職員
に支給された平均額です。

 職員手当の状況(平成23年度実績)
期末・勤勉手当

合計 一人当たりの
平均支給額６月 12月

二宮町 1.9月分 2.05月分 3.95月分 1,227千円
国 1.9月分 2.05月分 3.95月分 −

給料
月額等

期末手当
(平成23年度実績) 合計
６月 12月

町　長 766,000円
1.9月分 2.05月分 3.95月分

副町長 632,000円
議　長 382,000円

2.1月分 2.3月分 4.4月分副議長 299,000円
議　員 283,000円

　そのほか、詳細は町ホームページをご覧ください。
http://www.town.ninomiya.kanagawa.jp/gyosei/jinji/jinji.html�　　　問　総務課庶務人事班　
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インフルエンザを予防しよう

　
前
納
と
は
、
保
険
料
を
前
も

っ
て
ま
と
め
払
い
す
る
制
度
の

こ
と
で
す
。
前
納
す
る
こ
と
で

割
引
さ
れ
、
大
変
お
得
で
す
。

　
保
険
料
は
、
納
付
書
・
口
座

振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な

ど
で
支
払
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

糖
尿
病
と
は
？

　

膵す
い

臓ぞ
う

か
ら
分
泌
さ
れ
る
イ
ン

ス
リ
ン
の
不
足
や
働
き
の
低
下

が
原
因
で
、
血
液
中
の
ブ
ド
ウ

糖
濃
度
（
血
糖
値
）
が
慢
性
的

に
高
い
状
態
が
続
く
病
気
で
す
。

　

血
糖
値
の
高
い
状
態
が
続
く

と
、
左
図
の
よ
う
な
恐
ろ
し
い

合
併
症
が
現
れ
ま
す
。

原
因

　

糖
尿
病
は
、
食
べ
過
ぎ
や
肥

満
、
運
動
不
足
な
ど
の
生
活
習

慣
や
ス
ト
レ
ス
が
原
因
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
遺
伝
的
な
要
素
も
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

予
防
方
法

　

糖
尿
病
は
、
自
覚
症
状
が
現

れ
に
く
い
た
め
、
気
が
つ
い
た

と
き
に
は
病
気
が
進
行
し
て
い

る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。

　

そ
の
た
め
、
予
防
に
は
次
の

よ
う
な
日
常
生
活
の
改
善
と
、

定
期
的
な
健
診
が
大
切
で
す
。

●
食
事
を
食
べ
過
ぎ
な
い

●�

お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に
し
、
週

２
日
は
休
肝
日
を
つ
く
る

●
標
準
体
重
を
維
持
す
る

●
適
度
な
運
動
を
す
る

●
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い

な
ど

相
談
し
て
く
だ
さ
い

　

町
で
は
、
健
康
相
談
を
随
時

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
希
望
の
方
は
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

保
険
予
防
課
健
康
づ
く
り
班

　

（
☎
71
‐
７
１
０
０
）

前
納
の
種
類

○
１
年
前
納
…

　

４
月
〜
翌
年
３
月
分

○
６
か
月
前
納
…

　
（
上
期
）４
月
〜
９
月
分

　
（
下
期
）10
月
〜
翌
年
３
月
分

　

※�

年
度
途
中
か
ら
の
前
納
も

で
き
ま
す
が
、
町
保
険
予

防
課
か
年
金
事
務
所
に
届

出
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

　

保
険
予
防
課
保
険
年
金
班

　

平
塚
年
金
事
務
所
（
代
表
）

　

（
☎
22
‐
１
５
１
５
）

自
動
振
替
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
前
納

で
も
自
動
振
替
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

自
動
振
替
な
ら
、
支
払
い
に

行
く
手
間
も
払
い
忘
れ
も
な
く

大
変
便
利
で
す
。

　

次
の
必
要
書
類
を
持
っ
て
、

町
保
険
予
防
課
か
年
金
事
務
所

で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
口
座
振
替

　

・
金
融
機
関
の
通
帳

　

・
届
出
印

　

・
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も
の

○
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

　

・�

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

　

・�

印
鑑

　

・�

基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も
の

※�

振
替
開
始
ま
で
に
時
間
が
か
か
り

ま
す
の
で
、支
払
月
の
２
か
月
前

ま
で
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
い
は

お
得
な
前
納
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

連載
知
っ
得
！
メ
タ
防
通
信

〝
美
食
家
が
な
る
贅ぜ
い

沢た
く

病
〟
と
言
わ
れ
て
い
た
糖
尿
病
が
、
今
や
国

民
病
と
呼
ば
れ
、
糖
尿
病
患
者
と
そ
の
予
備
群
を
合
わ
せ
る
と
全
国

で
約
２
，
２
１
０
万
人
、
日
本
人
の
約
６
人
に
１
人
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

脳梗塞
糖尿病網膜症
視力低下・失明

歯周病

心筋梗塞

勃起障害
糖尿病腎症

糖尿病
　神経障害
手足のしびれ
感覚マヒ

壊疽
え  そ

糖尿病の主な合併症

国
民
年
金
保
険
料

糖
尿
病
は
現
代
の
国
民
病

糖
尿
病
は
現
代
の
国
民
病
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寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見

　

１
４
９
名
か
ら
回
答
を
い
た

だ
き
、
次
の
よ
う
な
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
良
い
と
い
う
ご
意
見
●

・
衛
生
的
に
な
っ
た
。

・
嫌
な
臭
い
が
消
え
た
。

・�

浄
化
槽
管
理
の
手
間
が
な
く

な
っ
た
。

・�

下
水
道
使
用
前
に
比
べ
て
、

月
に
か
か
る
費
用
が
安
く
な

っ
た
。

●
悪
い
と
い
う
ご
意
見
●

・
下
水
道
使
用
料
が
あ
が
っ
た
。

　

そ
の
中
で
、
《
な
ぜ
下
水
道

使
用
料
は
水
道
料
金
と
同
程
度

の
金
額
が
か
か
る
の
か
》
と
い

う
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た

の
で
ご
案
内
し
ま
す
。

下
水
道
料
金
は
高
い
？

　

家
庭
で
利
用
し
た
水
は
、
下

水
道
管
を
通
り
、
処
理
場
で
次

の
よ
う
な
処
理
を
施
し
、
自
然

に
返
せ
る
ま
で
き
れ
い
に
し
て
、

海
や
川
な
ど
へ
放
流
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
実
際
に
は
給
水

す
る
よ
り
多
額
の
処
理
費
用
が

か
か
っ
て
い
ま
す
。

適
正
な
下
水
道
使
用
に
ご
協
力

く
だ
さ
い

　

汚
水
処
理
に
か
か
る
経
費
は
、

汚
水
量
や
汚
れ
の
度
合
い
が
増

加
す
る
ほ
ど
、
処
理
場
に
負
担

が
掛
か
り
、
よ
り
多
く
の
費
用

を
要
し
ま
す
。

　

処
理
場
に
負
担
が
掛
か
ら
な

い
よ
う
、
油
や
固
形
物
、
薬
品

な
ど
を
流
さ
な
い
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

供
用
開
始
時
期

　

平
成
11
年
か
ら
接
続
を
開
始

し
、
今
年
度
で
14
年
目
と
な
り

ま
す
。

　

下
水
道
工
事
は
、
順
次
進
め

て
い
る
た
め
、
地
域
に
よ
り
供

用
を
開
始
し
た
時
期
が
異
な
り

ま
す
。

奨
励
金
交
付
率

　

奨
励
金
交
付
率
は
、
下
水
道

接
続
工
事
費
と
、
供
用
が
開
始

さ
れ
て
か
ら
の
経
過
年
数
に
よ

り
変
動
し
ま
す
。

※�

工
事
申
請
時
期
で
の
計
算
と

な
り
ま
す
。

※�

汲
み
取
り
便
所
か
ら
の
接
続

は
３
年
以
内
が
対
象
で
す
。

※�

供
用
経
過
年
数
は
、
原
則
年

度
末
で
切
り
替
わ
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

下
水
道
課
業
務
班
・
工
務
班

下
水
道
ア
ン
ケ
ー
ト

下
水
道
が
接
続
可
能
に
な
っ
た
ら

早
い
接
続
が
オ
ト
ク
！

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
　

　
ラ
デ
ィ
ア
ン
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
『
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
』
の

イ
ベ
ン
ト
会
場
で
、
下
水
道
に
関
す
る
各
種
相
談
な
ど
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

　
今
回
新
た
な
試
み
と
し
て
、
下
水
道
接
続
の
普
及
促
進
を
目
的
に

Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ
放
映
と
下
水
道
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
町
で
は
、
浄
化
槽
か
ら
下
水
道
へ
接
続
し
た
方
に
奨
励
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。

　
奨
励
金
は
、
接
続
可
能
（
供
用
）
に
な
っ
て
か
ら
の
年
数
が
経
つ

に
つ
れ
、
交
付
率
が
下
が
っ
て
し
ま
う
の
で
、
早
め
の
接
続
が
お
得

で
す
。

二宮町の１㎥あたりの原価比較(平成23年度)
汚水処理原価(下水道) 給水原価(水道)

221円 164円

下水処理場での処理工程
①下水道管を通り下水処理場へ。

➡
②�沈砂池や最初沈殿池を通り、ごみを
取り除く。

➡
③�エアレーションタンクで微生物を混
ぜ、汚れを固める。

➡
④�最終沈殿池を通り、固まった汚泥を
取り除き、消毒施設で消毒する。

➡
⑤海や川などへ放流する。

各地区の供用開始からの経過年数
地区名 経過年数

百合が丘 １〜５年目
二宮 １〜６年目以降
中里 ２〜６年目以降
一色、山西 ４〜６年目以降
緑が丘、松根、
富士見が丘、川匂 ６年目以降

供用経過年数と交付率
経過年数 交付率
１年目 10.0％
２〜３年目 7.0％
４〜５年目 3.5％
６年目以降 1.8％
※�交付額は千円未満切
り捨て、上限４万円
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で
ご
み
減
量

　
ご
み
を
減
ら
す
に
は
、
ご
み
の
分
別
や
生
ご
み
の
水
切
り
な
ど
、

捨
て
る
と
き
の
行
動
だ
け
と
考
え
が
ち
で
す
が
、
『
無
駄
な
も
の
を

買
わ
な
い
』
『
長
く
使
え
る
も
の
を
買
う
』
な
ど
、
製
品
を
購
入
す

る
際
に
少
し
気
を
付
け
る
こ
と
も
ご
み
の
減
量
に
つ
な
が
り
ま
す
。

〜
二
宮
町
文
化
団
体
連
盟
活
動
紹
介
〜

趣
味
を
み
ん
な
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か

　
石つ

蕗わ

の
会

　
同
好
会（
謡
曲
）

　
手
芸
フ
レ
ン
ド
の
会

（
謡
曲
連
盟
）

活
動
日

　

毎
月
原
則
第
３
日
曜
日

活
動
場
所

　

町
民
セ
ン
タ
ー

会
費

　

２
，
０
０
０
円
／
年

　

（
入
会
金
１
，
０
０
０
円
）

　

２
月
は
17
日
（
日
）
の
13
時

か
ら
開
催
し
ま
す
。

　

冷
や
か
し
に
来
て
く
だ
さ
い
。

活
動
日

　

毎
月
第
２
、
４
金
曜
日

13
時
〜
15
時

活
動
場
所

　

中
町
公
会
堂

会
費

　

１
，
０
０
０
円
／
年

　

月
に
１
つ
の
作
品
を
作
り
、

仲
間
内
で
教
え
合
い
、
材
料
も

譲
り
合
い
、
和
気
あ
い
あ
い
手

芸
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
班

　

（
☎
72
‐
６
９
１
２
）

（
俳
句
協
会
）

活
動
日

　

毎
月
第
１
火
曜
日

活
動
場
所

　

ラ
デ
ィ
ア
ン

会
費

　

１
，
５
０
０
円
／
月

　

平
成
14
年
に
発
足
し
た
、
町

内
で
は
新
し
い
句
会
で
す
。

　

日
常
生
活
の
一
断
面
を
切
り

取
り
『
季
語
』
を
織
り
込
ん
で

17
文
字
で
表
現
す
る
、
古
く
て

新
し
い
文
芸
で
す
。

　

見
学
も
大
歓
迎
で
す
。

グ
リ
ー
ン
購
入
と
は

　

ま
ず
必
要
か
ど
う
か
、
必
要

な
と
き
は
環
境
の
こ
と
を
考
え

て
環
境
負
荷
が
で
き
る
だ
け
小

さ
い
も
の
を
買
う
こ
と
を
グ
リ

ー
ン
購
入
と
言
い
ま
す
。

必
要
か
ど
う
か
を
考
え
よ
う
！

　

同
じ
よ
う
な
も
の
や
使
い
か

け
の
も
の
が
家
に
な
い
で
す
か
。

　

ま
た
、
お
買
い
得
や
お
ま
け

に
つ
ら
れ
て
必
要
以
上
に
買
お

う
と
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

買
う
前
に
も
う
一
度
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

環
境
を
考
え
て
作
ら
れ
た
も
の

を
選
ぼ
う
！

　

再
生
紙
な
ど
、
原
材
料
が
リ

サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
る
も
の
、

環
境
ラ
ベ
ル
の
表
示
が
あ
る
も

の
な
ど
、
環
境
に
配
慮
さ
れ
て

い
る
製
品
を
選
ぶ
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
使
っ
た
後
の
こ
と
を

考
え
、
レ
ン
タ
ル
や
共
同
利
用
、

省
エ
ネ
製
品
な
ど
を
選
ぶ
こ
と

も
重
要
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
過
剰
包
装
を
断

る
、
マ
イ
バ
ッ
ク
を
持
参
す
る

な
ど
で
ご
み
の
“
元
”
を
減
ら

し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

　

生
活
環
境
課
生
活
環
境
班 環境ラベルの一例

≪エコマーク≫

買
物
か
ら
エ
コ
を
考
え
よ
う
！

グ
リ
ー
ン
購
入



9 広 報 に の み や 平成25年２月号　町役場の電話番号　☎0463−71−3311

平成18年度
同期比較 −25.3%
売却価格…町の収入
今月 前月との比較

0�円 0�円
1,415,590�円 321,520�円

7,970�円 ‐280�円
124,633�円 9,739�円
7,490�円 ‐523�円

1,555,683�円 330,456�円

資源ごみの売却単価と処理費用　〜目指せ！可燃ごみ50％削減〜
12月分 前月との比較

量 処理費用 量 処理費用
毎日出るごみ
（可燃ごみ） 446,000�㎏ 16,506,390�円 31,290�㎏ ‐2,442,645�円

資
源
ご
み

剪定枝等 50,940�㎏ 815,040�円 405�㎏ 6,480�円
古紙・布類 178,420�㎏ 0�円 38,800�㎏ 0�円
空きビン 15,980�㎏ 24,600�円 ‐2,230�㎏ 840�円
金属類 23,990�㎏ 755,685�円 1,270�㎏ 40,005�円

樹脂類①②③ 53,600�㎏ 2,766,714�円 1,120�㎏ ‐83,463�円
合　計 322,930�㎏ 4,362,039�円 39,365�㎏ ‐36,138�円

善意の寄付に感謝
渡辺　貴弘　様
カトリック二宮教会　様

ありがとうございました。

町の人口（平成25年１月１日現在）

総　数　29,264人　（−33）
　男　　14,190人　（−26）
　女　　15,074人　（− 7 ）
世帯数　11,490世帯（− 6 ）

（　）内は前月比
※平成22年国勢調査確報値を基礎にしています。

《　空き巣に注意しましょう　》

　空き巣事件が発生しています。家に侵入されないよ

う対策をしっかり取りましょう。

《防犯のポイント》

○�ちょっとした外出でも、必ず

戸締りしましょう。

○�面格子がある窓も忘れずに鍵

をかけましょう

○�補助錠がある窓は二重ロック

しましょう。

　問�大磯警察署（☎72－0110）

種別 12月
空き巣など 2
出店荒しなど 0
ひったくり 0
車上ねらい 2
自転車盗など 5
その他 12
合　計 21
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平成24年度　二宮町任期付職員採用試験受験案内
職種 受験資格（すべてを満たす事） 任用期間 募集人員

保育士

・�学校教育法で定める高等学校卒業以上の学
歴を有すること
・�保育士の資格を有し、保育士登録をしてい
ることまたは平成25年3月までに資格取得
見込みであること

平成25年４月１日〜
平成28年３月31日　 ２名

平成25年４月１日〜
平成26年３月31日　 １名

保健師
・�学校教育法で定める高等学校卒業以上の学
歴を有すること
・�保健師の資格を有することまたは平成25年
3月までに資格取得見込みであること

平成25年４月１日〜
平成27年３月31日　 １名

平成25年４月１日〜
平成26年３月31日　 １名

採用年月日　平成25年４月１日
給 　 　 与　�職員の給与に関する条例に基づき、給料のほか扶養手当、地域手当、住居手当、通勤�

手当、期末勤勉手当が支給されます。
試 験 方 法　作文試験を実施し、選考後合格者に面接試験を実施します。
受 付 期 間　平成25年２月18日（月）〜22日（金）　8：30〜12：00、13：00〜17：00（厳守）
受 験 手 続　「二宮町任期付職員採用試験申込書」と「作文」を、受験者本人が総務課へ直接提出
　　　　　　　※�「二宮町任期付職員採用試験申込書」と「作文」の様式は、総務課窓口で受けとるか

町ホームページでダウンロードしてください。
　　　　　　　　http://www.town.ninomiya.kanagawa.jp/

問　総務課庶務人事班　

大磯警察署だより
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救急車の適正利用をお願いします

　公益財団法人神奈川県下
水道公社主催の下水道作品
コンクールにおいて、書道
の部で応募数3,223点の中
からみごと入賞しました。

書道の部 入賞

新春ロード
レース大会

1月6日(日)
　冬の澄んだ空気の中、二宮高校と
緑が丘で新春ロードレース大会が開
催されました。

新春ロードレース大会　各部門優勝者

部門 氏名 時間
中学生男子(3km) 小坂　太我さん 9分41秒

中学生女子(3km) 小又　ゆり子さん 12分41秒

一般男子(7.5km) 田中　健介さん 24分28秒

この結果などを参考に、２月
10日(日)に開催される市町村
対抗かながわ駅伝競走大会の代
表選手が選考されました。

市町村対抗かながわ駅伝競走大会
二宮町代表選手

古澤　秀和さん(下町)

中崎　幹大さん(釜野)

田中　健介さん(中町)

中崎　正大さん(釜野)

末廣　拓哉さん(緑が丘)

磯部　祥一郎さん(茶屋)

橘川　蓮さん(一色)

小坂　太我さん(緑が丘)

小早川　寛人さん(元町北)

石附　千尋さん(緑が丘)

小又　ゆり子さん(上町)
髙井 大彰さん

（一色小・4年）

下水道
コンク

ール
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　日頃の地域防犯パトロールの積極的な活動が評価され、（社）県防犯協会連合会会長・県警察本部
長連名表彰感謝状が「越地町内会防犯パトロール隊」「松本澄治さん」「丹羽恭嗣さん」へ、㈳県防
犯協会連合会会長表彰感謝状が「塙忠夫さん」に贈られました。「目を光らせてはいるが、見守りき
れていない部分もある。もっと目を光らせていかなければ」と塙さん。子どもの見守りには学校から
の信頼もあり、安全安心まちづくりには欠かせないに心強い存在です。

　県内の小中学生を対
象に緑化運動の普及を
目的に財団法人かなが
わトラストみどり財団
が実施しました。

感謝状が

贈られまし
た。感謝状が

贈られまし
た。

平成23年度

緑化運動・育
樹運動

標語コンクー
ルで入賞

平成23年度

緑化運動・育
樹運動

標語コンクー
ルで入賞

左から松本さん、塙さん、丹羽さん 越地町内会防犯パトロール隊

銀賞　田坂康弘さん
（二宮中学校1年生）
「未来へ残そう　心や
すらぐ　豊かな緑」

銀賞　増山敬悟さん
（一色小学校6年生）
「緑と共に　育つ僕ら
の　明るい未来」

最優秀賞　橘川洋人さん
（一色小学校5年生）
「育てよう　未来を守
る　小さな芽」

はなわ

はなわ

　今年は町内で289名が成人を迎え、ラディアンで開
催した祝賀会に229名が参加しました。
　新成人代表として青木俊介さんが二十歳の決意を熱
く発表してくれました。
　また、成人祝賀会実行委員会の企画事業として実施
した『家族からの手紙』では、子育ての苦労や思い出
などが朗読され、驚き感動する場面もありました。

　山西小学校校庭において消防
出初式が挙行され、町長や消防
団長などから団員18名が表彰
を受けました。
　また、山西小学校音楽委員会
の演奏、はしご乗り、古式消防
と最新の水槽付ポンプ車による
近代消防の比較をコミカルな寸
劇で披露し、盛況のうち消防団
による一斉放水で閉式しました。

成人祝賀会

消防出初式
1月13日(日)

1月14日(月)

『家族からの手紙』のようす
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ご意見などは、企画財政課広報統計班までお寄せください。

●教育委員会表彰●
(下段左から)杉崎實さん、桐岡眞澄さん、中舘薫さん、
野地洋正さん、杉崎明義さん、中塚厚生さん、
内海申了さん(欠席)
●教育委員会感謝状●
(下段右から)小澤伸夫さん、武井健一さん
●教育長表彰●
(上段左から)�西山晃平さん、横山琴美さん、工藤未
夢さん、鈴木花蓮さん、佐藤千粋さん(欠席)

教育委員会表彰・教育長表彰

危険業務従事者叙勲

　二宮西中学校は、国語科授業の句作が評価
され、日本赤十字社主催「いのちと献血俳句
コンテスト」で、中学校の部において、県下
一校のみが選出される団体賞を受賞しました。

　神奈川県警察官として41年もの間、刑事
関係・交通関係・警察犬関係など幅広い部門
で活躍されました。二宮西中学校生徒会の皆さん

丸山候輔さん(中里二丁目在住)

　

『
大
き
な
ケ
ガ
も
無
く
従
事
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
コ
ツ
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ツ
積
み
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ね
て
き
た
こ
と
が
評
価

さ
れ
感
激
で
す
。
』
と
喜
び
を
語

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第７回いのちと献血俳句コンテスト
団体賞　中学校の部

二見利節画伯の作品紹介
「ピエロの自画像」(1975年制作)

縦91㎝×横65㎝　技法：油彩、材質：キャンバス

　一
ひと

時
とき

も筆、キャンバスから離れる事のない自分、そんな制
作姿勢から、開放されたい時もあったであろう。そんな時自
分はピエロでありたいと、夢を思い描いたのではと勝手にた
だ思い、この絵を観ています。（画家�森田はじめ）

問　二宮町ふたみ記念館（☎70－3210）

瑞宝双光章

　１月５日(土)にラディアンで開催された新春のつどいにおいて、教育などの発展に貢献された
14名に表彰状が贈られました。

瑞宝双光章




